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アイビーホール 

青学会館 

［参加募集］ 
 
                                                         日本設備管理学会 

平成 20年度 春季研究発表大会 

 
テーマ：グローバルものづくり・人材育成 

 
会   長 川合 忠雄 
実行委員長 渡邉 一衛 

 
春季研究発表大会・見学会を下記のとおり開催いたしますので、ご参加下さいますようご案内申し上げます。 

１． 研究発表会 
日時：2008年 6月 5日（木）10時 00分～17時 00分（9時 30分から受付を開始します） 
場所：青山学院大学 総合研究所ビル（〒150-8366東京都渋谷区渋谷 4-4-25  TEL. 03-3409-9338） 
受付：9F 15会議室 (当日のみ：内線 12015)     
   総合研究所ビル eLPCOプロジェクト事務室 
 JR山手線,東急線,京王井の頭線｢渋谷駅｣より徒歩 10分 

   地下鉄半藏門線,銀座線,千代田線｢表参道駅｣より 5分 
特別講演会：蒲生次男氏（日産自動車（株）） 

グローバルものづくり・人材育成 
『 保全ＧＴＣ(グローバルトレーニングセンター)開発 
 と海外展開』 
 

２． 参加費用          

         ＊今回の大会は、懇親会費が無料となります。奮ってご参加下さい。 
会員種別 大会参加費(事前申込)＊ 大会参加費(当日申込)＊ 見学会参加費（昼食代込） 

正会員・賛助会員 10,000円 11,000円 

準会員・学生* 3,000円 3,000円 

協賛団体会員 12,000円 12,000円 

上記以外一般 15,000円 15,000円 

4,000円 

(大会参加者に限る) 

注意：本年は当日参加費が事前の申込による参加費より1,000円高くなっております。できるだけ事前にお申し込みください。また、

見学会は事前の申し込みが必要で，当日申込はございません。学生の方は、当日までに入会申し込みをしていただくことを

前提に、準会員として扱います。 

３． 申込方法： 
下記の学会ホームページからオンラインでお申込み頂くか、参加申込書に必要事項をご記入の上、日本設備管理学

会事務局に郵送またはファックスでお送りください。 
送付先：〒461-8580名古屋市東区白壁三丁目 12－13中産連ビル新館 2階 日本設備管理学会事務局 春季大会係 
    TEL: 052-931-7077,  FAX: 052-931-5195, E-mail: sopej@chusanren.or.jp 
学会ホームページ：http://www.sopej.gr.jp/ 

 
４． 申込締切：2008年 5月 30日(金) 
当日参加も受付けますが、なるべく事前にお申し込みください。 

＜その他＞ 
 参加申込を受付後、請求書をお送りいたします。 
 予稿集は、当日受付にてお渡しします。 
 予稿集は、残部がある場合に限り、大会終了後頒布いたします。 

 
主催：日本設備管理学会 

協賛：日本 IE協会、(社)日本経営工学会、(社)日本ﾌﾟﾗﾝﾄﾒﾝﾃﾅﾝｽ協会 
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平成 20年度 春季大会プログラム 

主 催 日本設備管理学会 

6月 5日(木) 春季研究発表大会概要 
時 間 内 容 

9：30～ 受付 

10：00～11：20 

一般講演（A,B,C会場） 
 A-1 改善技術 

B-1研究会 
C-1環境・評価 

11：20～12：20 昼食・休憩 

12：20～13：50 総会（A会場） 学会賞表彰（論文賞・ものづくり大賞） 

14：00～15：00 
特別講演（A会場） 
 「保全ＧＴＣ(グローバルトレーニングセンター)開発と海外展開」 
     蒲生次男氏 日産自動車（株） 

15：00～15：30 企業 PRコーナー紹介（A会場）（株）日鉄エレックス、他 

15：40～17：00 

一般講演（A,B,C会場） 
A-2製造管理 
B-2研究会 
C-2教育支援 

企業 PRコーナー 
（展示・休憩室） 
（10階 18会議室） 

17：30～19：00 懇親会（アイビーホール青学会館） 

 
10：00～17：00 企業ＰＲコーナー （10階 18会議室） 

 

6月 6日(金)  見学会 
「保全グローバルトレーニングセンターによる海外生産工場支援」 

生産のグローバル化に伴い、海外工場の稼働率を向上させることが重要な課題となってきている。そのためには、生

産設備そのものの信頼性を改善する事は勿論、人材育成の面からも、国内工場で培った保全ノウハウをグローバル標準

として海外へ水平展開していくことが必要である。本センターでは、海外工場における保全技能教育の中核となる人材

を早期に育成して、彼らを通じて海外工場における技能教育と人材育成を推進している。 
 
見学先： 日産自動車（株） 追浜工場 及び ＧＴＣ(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ)（横須賀市） 
集合時間・場所：12時 30分、参加者には、別途、案内を差し上げます。 
解散時間・場所：16時 00分、京浜急行 追浜駅にて解散予定 
参加費・定員：4000円（昼食代を含む） 

先着 40名（大会参加者に限らせていただきます。同業者の方は、お断りする場合がございます） 
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日 本 設 備 管 理 学 会 
 平成 20年度 春季研究発表大会 プログラム 6月 5日（木） 

A会場 
(11階19会議室) 

B会場 
(9階 16会議室) 

C会場 
(3階 10会議室) 

展示・休憩室 
(10階18会議室) 

A-1 <改善技術>  (10：00～11：20) 
 

A1.1 目で見る管理の横展開の為

の検索支援機能に関する研究 

*村田康一, 片山博(早稲田大学) 

A1.2 設備保守を考慮したスケジ
ューリング・システム 

*岡本東, 菅原光政（岩手県立大

学） 

A1.3 DEA を援用した KPI／KAI
評価比較モデルの提案 

*村田康一, 片山博（早稲田大

学） 

A1.4 多階層設備配置問題解法

のための階層間設備交換操作確

率を考慮したアルゴリズム 

*福士達也(首都大学東京), 鈴木

淳（弘前大学）, 山本久志(首都大

学東京) 

B-1 <研究会>  (10：00～10：40) 
 
B1.1 体系化された知識による設

計支援技術研究会について 

*辻村泰寛（日本工業大学）, 八

竹英紀（オムロン(株)） 

B1.2 環境・福祉と設備管理研究

会について ―平成 19年度活動

報告― 

*沢田史子（金沢星稜大学）, 南

保英孝(金沢大学大学院), 大薮

多可志（金沢星稜大学大学院） 

 

C-1 <環境・評価> (10：00～11：00) 
 

C1.1 金型産業の企業力評価 

*竹野徹（早稲田大学大学院）, 松

山久義, 立野繁之（早稲田大学） 

C1.2 半導体自動化工場の設備稼

働監視と生産性に関する研究 

*園田茂孝（(株)ルネサステクノロ

ジ）, 青木章佳（(株) ルネサス東日

本セミコンダクタ）, 松田信太郎, 西

園茂雄, 中田智仁(（株）ルネサステ

クノロジﾞ) 

C1.3 オフィス環境における観葉植

物の癒し効果 

*沢田史子, 大薮多可志（金沢星稜

大学）, 広林茂樹（富山大学） 

 

昼休み・休憩 
総会（A会場） 学会賞表彰（論文賞・ものづくり大賞） 
特別講演 （A会場）  (14：00～15：00) 

「保全ＧＴＣ(グローバルトレーニングセンター)開発と海外展開」 
蒲生次男 氏 

日産自動車（株） ＮＰＷ推進部 設備技術グループ 

 

企業PR コーナー紹介（A会場）  (15：00～15：30) （株）日鉄エレックス、他 
A-2 <製造管理> (15：40～17：00) 
 

A2.1 食品の均一搬送に関する研

究 

*杉田雅彦, 阿部秀雄, 加藤晃一

（カルビー（株）Ｒ＆ＤＤＥセンタ

ー） 

A2.2予防保全工数の低減 

*渡部倫明((株)豊田自動織機), 

佐藤秀則 

A2.3 設備診断新技術：[ノイズ診

断] 

*叶進, 見沼輝彦（(株)セフティトッ

プ） 

A2.4機械設備の状態監視・診断・

寿命予測技術に関する研究（１） 

－設備診断用ソフトウェアおよび

設備状態判定法について－ 

*陳山 鵬（三重大学 大学院） 

B-2 <研究会> (15：40～17：00) 
 

B2.1最新設備診断技術の実用性

に関する研究会について 

－平成19年度活動報告－ 

*陳山鵬(三重大学 大学院), 太田

博光(水産大学校) 

B2.2改善技術研究会の活動報告

と生産スケジューリングソフトウエ

ア 

*玄光男(早稲田大学大学院), 林

林(早稲田大学) 

B2.3 ナノマイクロ加工研究会につ

いて 

*服部正, 野田大二(兵庫県立大

学) 

B2.4 改善・革新のツールとマネジ

メント研究会について 

*水山元（京都大学）, 木村圭志

（阪急電鉄（株）） 

C-2 <教育支援> (15：40～16：40) 
 

C2.1旋盤加工における技能伝承の

ための訓練方法の開発 

*道用大介, 土佐和弘, 松本俊之

(青山学院大学), 志田敬介（長岡技

術科学大学） 

C2.2 日報情報中の知識を利用した

自動演習システムの試作 

*田中伸一, 桝井文人(三重大学), 

中山慎司（(株)データスピリット） 

C2.3 聴覚障害学生のための聴講

支援システム 

*瀬戸就一, 川辺弘之（北海道大

学）, 下村有子, 杉森公一, 木村剛

（金城大学） 

 
 
 
企業PR 
コーナー 
 
 
 
 

懇親会 (17:30～19:00) 会場：アイビーホール青学会館 
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日本設備管理学会 
 

「平成20年度 春季研究発表大会」参加申込書 

参加申込規定 

【参加申込みおよび問い合わせ先】 

〒461-8580 名古屋市東区白壁 三丁目 12－13 

 中産連ビル新館２階 日本設備管理学会事務局 

  春季大会係（担当：樋口、成田） 

  FAX:052-931-5195  TEL:052-931-7077 

  E-mail:sopej@chusanren.or.jp  

【参加料支払い方法】 

開催日の１０日くらい前になりましたら，請求書および

当日の案内状をお送りいたします． 

請求書が届き次第，指定の銀行口座にお振込み下さ

い．なお，振込手数料は貴殿にてご負担下さい． 

 

【申込締切日】  

  ２００８年 5月 30日（金） 

◆ 当日も受付けますが、なるべく事前にお申し込みく

ださい． 

【参加申込方法】 

◆ 学会ＨＰ（http://www.sopej.gr.jp/）からも申し込める

様になりました．ご利用下さい． 

◆ 申込書に必要事項をご記入の上，ファクシミリまた

は郵送で右記にお送り下さい．申込書受領後，

「請求書送付先」に請求書をお送りします．  

◆ 電話・電子メールによる申し込みは受け付けてお

りません． 

◆ 当日，大会受付にて，お名前をお申し付け下さ

い．予稿集をお渡し致します． 

＊太枠内に必要事項をご記入下さい．請求先が異なる場合は，請求書送付先にもご記入下さい． 

＊該当するいずれかの □ を，黒く塗りつぶして下さい． 

◆参加費 

□：日本設備管理学会（正会員・賛助会員）   

□：日本設備管理学会（準会員・学生） 

□：協賛団体会員 

□：一 般（上記以外） 

 

 

 

 

 

 

 

１０，０００ 円 

３，０００ 円 

１２，０００ 円 

１５，０００ 円 

□：見学会費（参加は大会参加者に限る）        ４，０００ 円 

合 計 金 額 
 

円 

 

 

会員番号                      
 

協賛団体名：                    

*協賛団体会員の方は，上記に団体名を記載し

て下さい． 

*参加者が４0名になり次第受付終了 

 

懇親会に（□参加する ・ □参加しない） 

フリガナ  フリガナ  

氏 名 
 

担当者 
 

勤務先名 
 

勤務先名 
 

事業場名  事業場名  

所 属 
 

所 属 
 

自宅住所 

または 

勤務先 

所在地 

〒 

所在地 

〒 

TEL 

FAX 

E-mail 

 

 
 

請

求

書

送

付

先 

TEL 

FAX 

E-mail 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

参 

 

 

加 

 

 

者 

連絡先 
自 宅 ・ 勤務先 

（いずれかに○印をつけて下さい） 

事務局記入欄 

  

日本設備管理学会 

 

 

FAX 052-931-5195 日本設備管理学会 樋口・成田 行き 


